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ひとこと

　児童養護施設や保育所などの子ども関連の施設で専門職として働

く場合も、「子ども」に関する制度を立案したり運営したりする場合

においても、サービスの受け手である「子ども」本人がどのような

存在であるのかについて意識することになる。

　本号においては、「大人の支えがなくては生存すら危うくなる可能

性」と「将来への希望に満ちた大きな可能性」の両方を有している

乳幼児に焦点をあてて、その特性についてもう一度考えてみようと

試みている。

　総論部分で、m地球上に暮らす全ての生命の中で、人間の乳幼児

がどのような存在として理解できるのかという生命誌の視点から、

②近現代史や現在の社会制度のなかで、乳幼児がどのように位置づ

けられてきているのかについての視点から、それぞれ乳幼児の生物

的・社会的存在の特徴についてまず検討していただいた。長い歴史

の中で、たまたま同じ時を共有していることに感謝しつつ、いまの

乳幼児にかかわる我々の責任の大きさを痛感する。

　2004年12月には、スマトラ沖大地震・津波が発生し、多くの

方々が被害にあわれた。その中には乳幼児も多い。乳幼児の場合、

大地震・津波による直接的な被害だけではなく、保護が行き渡らな

い場合には、大人の生活の糧として扱われている可能性も指摘され

ている（タン論文参照）。

　本号を読みながら、乳幼児という存在について、一つの生命とし

て、社会的存在として、また支援の対象として考えてみたい。その

上で、これからの子ども家庭支援のあり方と、それを充実していく

ために我々は何をすべきなのかについて、多くの方々が共に真剣に

話し合う機会を持っていただけたら嬉しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長・新保幸男
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圏園乳幼児の世界

　　　　　　　乳幼児の持つ意昧

　　　　　　　　　　　生命誌の視点から

JT生命誌研究館館長
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　専門家でない悲しさ、乳幼児に関して、学問の世

界で今何が問題になっているのか、児童福祉や保健

行政では乳幼児に対してどのような施策がとられて

いるのかなど、乳幼児を巡る状況についてほとんど

何も知らない。乳幼児とはなにかという基本的な問

いに対してさえ、答が書けないというのが実情であ

るeとはいえ、ここでにわか勉強をして不消化なも

のを件いてもしかたがないので、無知のまま、生命

誌という視点から見た了・ども（0歳から6歳までを乳

幼児として対象にするとあったので、この年齢をイメ

ー ジして子どもという言葉を使う）について考えるこ

とをお許しいただきたい。

1．生命誌という視点

　日常私たちが子どもと1呼ぶのは、もちろん人間の子

どもであり、人間以外の生きもののことなど考える必

要もないとするのが普通であろう。ところが「生命誌」

では、　’つひとつの生きものを地球上に暮らすすべて

の生きものとの関係の中に置き、そこから何が見える

かを考えるaもちろん人問もヒトという生きものであ

るので、人間について考える時も、それだけを独立に

考えることはしない。そこで、ここでもまず、とkきも

の全体を見るところから始める。

2．生きものとして見る

　私たちの身のまわりには常に子どもがおり、私たち

が常に「f・どもに関心を持つのはなぜだろう。日常こん

なことは考えないが、それが生きものであることを示

しているわけである。生きものの特徴はいくつかある

が、その特徴を最もよく表わす言葉に“つながり”が

ある。

　地球」二の生きものはすべて細胞を単位とし、その中

にあるDNA（．一・つの細胞のrl｜のDNAをまとめてゲノ

ムと1呼ぶ）を基本にして化きている。5．000万種ともい

われている多様な生きものが偶然このような共通性を

持っとは考えにくいので、これは全生物が先祖を一・つ

にする仲閥であることを示していると考えてよかろ

う。そこで、ゲノムを切り口として生きものを兇てい

くと面｜≒1い。

　たとえば、あなたの出発点は受精卵、両親の卵と精

子が合体して生まれた細胞である。その中にある

DNA（ゲノム）は父親から半分、母親から半分受けと

ったものであり、それが一・生の開あなたの体の中で働

き続ける。両親のゲノムはその両親から受け継いだも

のであり、さかのぼれば人類の起源にまで戻る。それ

だけでなく更にさかのぼって38億年前と言われる生

命の起源に達する。つまり、あなたのゲノムには38

億年の生命の歴史が刻み込まれているのである。もち

ろんそれはあなただけではない。地球上のあらゆる生

世界の児童と母性　2



物が体内に38億年の歴史を刻みこんでいる　つなが

りという1謀の中には、あらゆる小物が、仲問である

という横のつながりと、：弘億年という長い時問を経た

縦のつながりという意昧が人っているのである。

　実は、最初に生まれた生命体はlii制1胞、分裂でふえ

るので∫・どもと呼べる存在はない．．生命の歴史の叩で、

今から10．億年ほど前に誕1ヒした多細胞生物には、オ

スとメスがあり、その出会いによ・ノて、向K一の井つゲ

ノムが混じり合ったまったく新しいゲノムを持つ桐休

が生まれることになった．．ここで、成体になるまでの

問の存．fli、いわは「∫・どもが登場する　とはいえ、魚の

場合ほとんどは卵を産むだけ、カエルもオタマジャク

シの面倒を見ている様∫’はないtt．チョウになると、幼

虫が好んで食す束のヒにきちんと産卵するのが親の役

割である　モンシロチョウはアブラナ科に、アゲハチ

ョウはミカン科にと間述いなく産みつけることに感心

はするが、まだ親r・関係はない、．身．近で、視がJ’・を育

てる姿を見せてくれるのは，〔顕、1111i乳類である　梅雨

前に必ず近所に巣を作るツバメの∫・育てには頭がト’が

るし、イヌやネコもたくさんのr・どもたちを1’．∫r・に育

てている．．

　そして、哺乳類の・つとして登場するのがヒト、私

たち人間である　人川は特別の存在ではなく、甲，細胞

から始まり、川間をかけてさまざまな生き万を産み川

した小きものの一つなのである．生命誌が乳幼児をlul

る111（は、まずここにある．．r・どもという存在が顕在化

するθ）は、最近のことであるとしても、ここに述べて

きた長いつながりがなければこのr・はここにはいなか

ったと考えると特別の感慨がある．

　ただしここで、つけ加えなければならないのは、

5．〔｝〔〕⑪万種とも1｝われる生きものはどれも、それぞれ

が独）’1の生き方をするものでもあり、ヒトという生き

ものの特性を1ヒかして川きるというlfliにもll艮を向けな

ければならないということである

1特集1乳幼児の1日二界

　生きものとしての歴史と他の川きものとの関わり合

いとを基本にしながら、　ノ∫で’人問の独自性にも眼を

向けて人間の∫・どもを見たらどうなるか　以後それを

杉えて行く．．

3．生きていることの不思議に驚き、畏れる気持ちを基本に

　つながりの中で∫・どもを見ると、すでに述べたよう

に、この小見川しにあげた気持ちが生まれてくる　現

代社会では、すべてが制度化されており、しか．も科学

技術によ・ってさまざまな装置や機械が備えられた｜1常

が作りヒげられている．もちろん、∫・どもの誕生もそ

の中に組み込まれている一∬実、以llilは、　r・どもに恵

まれるとか授かるとぼわれていたのに対’して、現代社

会では∫・どもを　”つくる”という1漢の方がH常化し

ている．．つくったJ’一どもを、既存の制度の中で、いか

に巧みに育てあげるか．産院での指導のト’、1’．　r一に授

乳をし、公園デビューも果たし、よい学校へ人れると

いう流れに束ることで、できるだけ問題なく育てるこ

とが基本にな’）ている．．

　ここには、生きていることのふしぎ、そのもろさ、

はかなさ、それに伴う〕フ測不能’1ゾ［1は人っていないので、

思いがけないことはマイナスの評価を受け、思い通り

にならないr・どもに対して親は戸惑ったり、時には罪

の意1識を抱いたりすることになる．

　しかし、生きものは本質的に宿則不能なものなので

ある．もちろん、この扮測不能性は、決して何の約束

’1はないというものではなく、1耐tで述べた、38億年

の歴史と多様な1じきものの関係の中に存在する生きも

のとしてのルールはある　ただそれは、ボタンを押せ

ぱ必ず動き出す機械のようにはできておらず、思いが

けなさがある、、そこで生きものに対する時には、思い

通りには行かないことを楽しむ気持ちが大’∬になる．

それがすなわち、生きることのふしぎに驚き、畏れる

ことであり、r・どもを」「・どもとしてILIることなのだろ

3　111：ソドの児r111と1り：・1生
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うと思う，これができないために、子どもを育てるこ

とがハ‘痛になってしまうのはなんとも残念だ，ボタン

で決まりきったことをするロボットより、はるかに生

きものの方が股かさを持っているのに、だからこそ、

r・どもたちが個性を仰ばすlo∫能性があるのに。

　具体的にそれを楽しむにはどうするか。答は・つ、

自然を身近なものとし、それと親しむ体験を持つこと

である　親子で・緒に自然に親しむ，この場合、大げ

さに川や海へ川かけることはない。近くの公園に咲く

花、地1raiを歩いているアリなどの小さな虫たち、，それ

をじっと見つめる時間を持てばよい。ある幼稚園の先

生が關の庭の～ll・：取りをしているll、1…に、園児たちの問で、

llは生きものかという疑問が生まれてきたと話してド

さった、動かないから生きものじゃない、、そう頑張っ

ていた男のr・が、抜いたt「t’t；の根から汁が出るのを見て、

“あれっ生きてるttと川ったのだそうだ．‘この驚きが

このf’にどれだけ大きなものを残しただろうと想像し

ただけで楽しくなる。科学的にIEしい答であるかどう

かはどうでもよいことだ。

　白然に親しむだけで充分なのだが、その時大人が、

先に述べた生きものがもつ時間と空問のJi＞がり、つま

り歴史と関係についての知識を持っているとなおよ

い，，これは私の体験からの意見である。最近、DNA

やゲノムという言葉がよく使われるようになり、それ

で人間を説明しようとする傾向が見られるが、それは

違う　、／ゲノムを通して生きものを見つめると、驚きが

よリリアルに、より深いものになることに気づいてい

ただきたい，．たとえば、アリやカエルを見る時も、長

い長い生命の歴史があってここにいるのだと思うと、

おろそかには扱えないだろう、、

　21111：紀の暮らしを考えた時、環境・健康・食・教育

など、生活の基本を生きものに置くことが不ロr決にな

るはずである、，その時大切なのは、既存の制度や学川1

が示してきたr・どもとは何かに基づいて行動するので

Il．1：　ytの児赦と母性　4

はなく、生きていることそのものから見える子どもに

眼を向けることではないかと思う・

4．人間として子どもを見る

　ここまでは、生きものの・つであることを強く意織

してr・どもを見てきた。しかし、生きものは・つひと

つその特性を生かして生きている。近年、子どもの育

て方に悩む母親がふえ、時には育児を放棄する人まで

いることが問題になっており、身近な野鳥が雛鳥にせ

っせと餌を運んでいる様r・を見て、他の生きものたち

にできることがなぜ人間にできないのかと、’村1つ声が

聞こえる。lllFδで述べたような自然の体験は、生きも

の感覚をめざめさせ、f’どもへの対し方を素直にして

くれることは確かであり、他の牛きものに学ぶことは

多いが、実はそれだけで充分ではない、，

　生きものの基本は次の｜｜｜1代へとつながって行くこと

であり、必要なのは成体である、、つまり、ツバメの雛

は、ただ大人になるための過程にすぎないのである、，

しかし、人問のf’どもは大人になるためにだけあるの

ではなく、r・どもとしての時開に意味がある、言葉と

心を持つが故に、身体的には他の動物と同じように成

体として完成の時朋を迎えることはあっても、全体と

しての完成はないのが人間であるとも言える。やや極

論するなら、一生子どもの状態を持ち続けるのが人問

と1・i’ってもよいのである、、

　■葉と心が産み出すものは、　㍉．「でまとめるなら想

像の力であり、それが創造につながる。対象になるも

の一一それは人間、他の生きもの、時には石でもよい

一
の叩に、r｜分とのつながりを感じ、おtllいの関係

を育くむことを楽しむ気持が想像であり、それを心と

呼ぶと考えることもできるtt想像力を学びとるのは、

乳幼児期に接した大人からということになる、、したが

って、私たち大人と乳幼児の問には、tlt，に親鳥が雛を

育てるのとは別の関係があるだろう、．それがL‘愛”、



しかも本能的な愛ではなく、その1麺に生きるというこ

とをILIつめる眼と知性とがある愛だろうと思う．．これ

を表すぼ葉として岐も適切なのが、やまとことば、

“愛つる”ではないかと考えている

　この，決の意昧をみごとに教えてくれるのが、平安

時代の短編集「堤」卜納，1物語」に収められている「品

愛つる姫君」である．、この姫君、E虫を11：”eWxF’がるので

変わり者と見る周IJI・1の人々にこう語る．．「蝶は誰もが

kしいという、、この毛虫をじっくり見ていると、その

蝶になっていく　たしさの本質はこちらにあり、蝶に

なったらはかないもの旨」本質を見つめることの人切

さ、そこから見かけ倒しではない本当のkしさが見え

てきて、愛する心が生まれるというのが姫君のi：康で

ある、，硫かに私たちが乳幼児を見る時も、「itに見かけ

ではなくそこにある本質、懸命に生きているk一しさに

気づき、思わず愛しくなると実感する．、そこに大人と

乳幼児との川のやりとりが生まれ、相「を慮る関係が

生まれる．，大人から∫・どもに伝えるのではない・まさ

に両者の関係の中で慮るという能力が生まれ、それが

想像力、創造力へとつながっていくのである

　これは恐らく人間に特有のことではないだろうか

（「・．II；：長類の研究から、彼らにその兆しが見られること

は確かであり、彼らと0）連続性を否定するつもりはな

い．しかし、入間にとってのこの能力のln要性がその

ことによって減りはしない）．．ここで興II栢釆いのは、

乳幼児にとって、人人とのよい関係からそれを学ぶこ

とがn｛’：・r欠であると同時に大人のノ∫も乳幼児の存在に

よって、愛つるという行為を通し、］1ぽを慮るという

人間の基本とi・liってもよい気持ちを、常に1［］二活性化で

きるという点である

　もしこの111：に乳幼児なかりせば、新しい個体が牛ま

れなければ生きものとして絶えることになるわけで、

その点で他の生物とも共通する意昧を持っている　し

かし、人間の場合、乳幼児を愛つる対象として見ない

特集｜乳幼児のlll：界

川：の中になるとすれば、物川的にそれが存在したとし

ても、人則社会としては続いていかないことになるの

ではないだろうか、前述したように、愛つる気持ちを

持つには、時間をかけて対’象を見つめることが不：1∫欠

である．現代社会は、効率性、利便性を旨とするが故

に、ILI…問をかけることがとても泄しくなっている．そ

の中でり↓たして乳幼児が本来の意昧を持てるか．疑わ

しいところである

　生きものとして見るという、r・どもの・↓〔川家から見

たらとんでもない所から1活を始めたのは、現代社会が、

生きものが生きものとして時間をかけて存在すること

を許していないことを危棋してのことである、，生きも

のとしての人が．健令に続いていくためには、乳幼児が

乳幼児らしくあることが不11j’欠であ；］　，それには小き

ものを生きものとして支える「時間．．1を厄視する社会

にする必要がある。この稿で述べたかったことは、こ

れに尽きる，．．最初にお断りしたように、無知ゆえの見

当述いもあるかもしれないが、これを機に、生きもの

という視点に眼を向けていただけたら・1・1いである．．．そ

れは、私たちの暮らす社会を生きものであることを大

切にするというflllif直観をもつ社会にすることであり、

皆が生きることを実感し、時問を楽しむ樺らしをする

ことである。乳幼児について考えるということは、私

たち大人の暮らし方を考えることなのではないだろう

か，

キーワード：生命誌（Biohistory）

　地球上に存在する多様な生きものは、38億年ほど前に海

で生まれた細胞の子孫であD、皆仲間である。これをすべて

の生物が持つゲノム（DNA）を切り口に調べることにより、

生きものの歴史と関係を知る。その中に人間を樋き、生きる

ということを基本にした社会を組み立てることで、すべての

人が自分の能力を生かす豊かな社会をつくDたいと考え、そ

れを求める知としての“生命誌”を提唱している。

5　川：「Aの児オi：と1り：’IVIし
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社会における乳幼児の存在
　　　　　　　　　かねだとしこ
白縦園蝉搬金田利子

はじめに

　「世界の中心で赤ん坊が笑う」。

　これは、今年度（2005年）新たに出発したお茶の水

女子大学のいずみナーサリーの記念シンポジウム1：に、

このナーサリーの設立に尽力された｝竹学長の本田和子

氏が寄せたメッセージの中の言葉である。この言葉は、

今1．1、社会における乳幼児の存在をシンボリックにあ

らわしているように思われる。

　本稿では、（1）人問発達史的にみたときの乳幼児の

存在について、はじめにその考え方を展開し、（2）こ

れまでの乳幼児のおかれてきた位償の変遷について、

世界的な歴史の中で概略をつかむ。次に、（3）今日、

子どもの様々な「問題」と思われる行動を、大人に対

する社会変1’Fへの要求と捉え直すことができるのでは

ないかと、事例をあげつつ、提案する。また、（4）今

1」多［II：代が相η：に響きあえる1［L’代問交流における乳幼

児の存在についてとりあげ、乳幼児と小中高生が関わ

ることで双方および双方に関わる人たちにどんな影響

を与えてきているかなど、筆者らの研究の成果に触れ

る。そして、それらから、大人のパートナーとしての社

会における乳幼児の存在についてまとめることにする。

1．乳幼児は人類の「先輩」

　　一人間発達史的にみた乳幼児の存在一

　「こんにちの子どもの中に、明［1のおとなの姿を見

る必要がある」2）ということを、20世紀の中頃に主張

していた心理学者がいる。それは、フランスのアン

リ・ワロンである。ワロンはそこに子どもの権利をみ

た。

　そして、そこにパラドックスの関係a‘を読み取るこ

とができる。個体発達的には、先に｛1三まれたものが先

輩であるが人類史的には、後から生まれたものの方が、

人類の文化の到達点に生まれ、それをさらに発展させ

ていく存在であるゆえに、人類の可能性の方向に向か

ってより発展した存在という意味で「先輩」になり得

る。ここで、先耀とは単に先に生まれた人という意味

ではなく、より発達した人という意味である。

　換言すれば、現実態としては後維であるが、可能態

としては「先輩」になり得るということになる。

　「なり得る」としたのは、社会が正常に発展してい

る場合においてであり、戦争や公害にみるように人閥

自身を破壊するような権力や開発rl・心の杜会になって

いった場合、後から生まれたものが必ずしも「先耀」

になり得ないからである。

　後から生まれたものの代表が乳幼児である。したが

って、乳幼児は、人類の未来を切り開く先端を行く存

在であるし、そうなっていくことがir∫能なとき、人閥

祉会が］ll常に発展していることを意味する。ここに、

「子どもは未来」と言われる所以がある。

　歴史がi三常に発展していると仮定した場合における

［［L’　nyの児童と母性　6
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圏A

▲

4

唾］晒［亟i］1［亟］

生命史

40億年前

▲

4

巨亟］［週

▲

回

図1．生命史のパラドックス図（大人と子どもの関係）

　　　　　金田作成2005（2003の修正版｝

この関係を、図示してみたのが1’．　，’i己のダイヤク．ラフ

〔グラフの両端を線でネ1‘1ぶとダイヤの形になる1

　保育は、現在の；t’，’1’，1〔人ノk〕が未来の先輩〔乳幼児）

を、慈しみ育てる’∬業であり、人頒史の始まり以来

延々と続けられてきた未来を創る仕’Fだと，i』える　し

かも、∫・どもは受け身的に育てられているのではなく、

白ら要求し人人に働きかけ、大人と共に人問社会を変

‘hd，：していく存．在であり、保育は人人とJ「・どもが川司に

未来を創造するfl：‘］1・だと捉えることができる

　カナダ’の糸会本の”LO＞ぐyOu［ht・eVぐ1・”‘にも、この思

想をli売み取ることができる

2．社会における乳幼児の位置の変遷

　では、∫・どもと人人との関係はいつの肚においても

ヒ記のようなのかとばえば、そうではない

↑函

　r・育て「1体は、保育について白覚される前から続け

られてきているし、r・どももまた、存在はしていたが、

「∫・ど．も」という成長しつつある仔在が意ぷされたの

は、アリエスのll子どもの巡牛．．．にみるように、近代

になってからであるとIiわれている

　了・どもと大人の関係は、次のように変遷してきたと、

／川1川解されている‘’

　はじめは、∫・ども朗に川Wの意昧をオ5かないという

意昧でr一どもは［小さい大人1と，i’われ、人人の付属

物としての小人（しょうにん）であった　近代になっ

て、r一ども期自休が1｝忍められ、∫・どもという概念が生

まれ、J’・どもの存在が見1｜1「：されるようになった　しか

しそうなってから．も、人人と1’．どもの関係は、ドゥモ

ー
ス． によれば、社会化すなわちしつけの対象になっ

ており、20川紀‘Pばからようやく助力的な様態にな’）

7Vi：llJ　cりし1L1巾：とiリrtl噛↑
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　　図2．子育て様態の進化
（ト　／／Jモ・．『z　［親rl測係a））Efヒ．Pμヅ！i〔－SM：〕

た．．そして、1924年のジュネーブ宣ばに始まり、48

自こ〃）VL－YF／s権コ’1：｝1－、　59イ1三〇）レU了錐o）楕i季iJ’1’1：．i．i’、　66　flミθ）

国際人権規約、79年の国際児rl（年を経て、20世紀も

終わりの時期になって∫・どもσ）権利条約が国連で採択

C1989）され、大人のパートナーとしての位置に発展

してきているtt．しかし、理念11はr一どもの位置が大人

と対等なi諦i者として認められた今Uもなお、lll：界の

あちこちでr一どもの1戦争による被害、過酷な労働や虐

待などがなくなっていない、．

　日本においても、r一どもが成長・発達途上の存在と

して貝原益軒などによって研究されてきたが、封建社

会の11）では、「人類の未来を創る」というよりは、r・

どもは「家」を継ぐ「おlll：継ぎ」的存在であった．，そ

れは、第2次大戦が終結し、新態法のもとに生まれた

新民法成立のときまで続き、了・どもの中でも女のf’よ

り男のf・、YJの．f・のt］tでもIE！Sが大’鎚にされるという

事態があった、

　第2次大戦後は、新意法のもと、47年には、児爪育

助力的
利：会イヒr1勺

侵人的

侵人的

対ウ1感惜

　共存的

子捨て的

r殺し的

1700・｛・1三fti　　201．1．t紀．’r

180011if・k

成の責任を、保護者とともに国と地方公共団f本が負う

ことを明確に位置づけた児童編祉法が制定された　／ttま

た、51年にはf’どもを、社会に位置づけて捉え、「児

i’

illは人として尊ばれ、社会の・貝として’irt：んぜられ、

lLつ、よい環境のなかで育てられる」というように鋼

っている点で世界に誇れる児r6憲章が制定された，．し

たがって日本においては法的には∫・どもの権利条約以

前から∫・どもを社会の・貝としてとらえる見方が位置

づけられていた。しかし実際には、厳しい校則などに

もみるように、r一どもは管理の対象となっており、意

見表明の権利が認められているとは言えず、子どもの

権利条約の批准（1994）は、学校など公的な場の変化

に・定の寄’」・をしてきたものと思われる、、けれども、

児∫i嘘待は後を絶たず、「競争から協創へ」と川・ばれつ

つも競争社会は相変わらず続き、f’どもは．Fl権者にな

れずに1’1’iしんでいるという実態がある。

3．子どもたちは訴えている

　こうした社会状況は、当然子どもの心身をむしばみ、

世界の児童と母性　8



いわゆる「問題行動」も後を絶たないtt「荒れる」「キ

レる」という問題からノ河1もっとも深刻なものはr・ど

もがr・どもを「殺す」という問題ではないか　了・ども

を殺人者にしてはならない

　障害児教育の中で「問題行動を発達1憂求として捉え

直そう」という視点が大切にされてきた．それは、r・

どもが発達してきたときに人人がそれに応えきれてお

らず、これまでと同じ対応をしているときに起こると

いうことが分かってきたからである．．．r一どもは発連し

てきたのでその1要求を実現しようとする．．そのことは

少しも問題ではなく望ましいことである．．しかし、要

求の表現方法が分からない場合他の人の要求を侵害す

る仕方で実現することになる、．そこに要求と要求のぶ

つかり合いが起こる

　次の話“．は30年以1こ前のことであるが、今llでも通

川する生きた原則を実によく小してくれる例になるの

で取りヒげる、、

　京都の’j・謝の海養護学‡交でのこと．知的障害のある

中学1年生の男∫”1：’徒が女の人のド着であるプラジャ

ー を盗んだということで、1リ：親が交番に呼ばれた　1リ：

親は、地域で教師と共に養護学校づくりに取t’MILんで

きていた人である．、その1」：の対応がすばらしいのであ

る．．

　「母ちゃんはほんまは赤飯炊いてもええくらい嬉：し

いんや．何でかばうたら女の人のものに関心持ったと

いうことは、おまえが男の∫・として成艮してきた証拠

やからや，」［唖］｛発達要求に共感し認める）

　「．そやけど他人のもの盗ることは、どんな小さいも

の盗ったかて泥棒やで，母ちゃんは悲しいてしゃない

んや．、」［…］（自分の悲しんでいることを伝えつつ、

要求の実現θ）イ1：」∫がゆがんでいることについては、き

ちんと伝え気づかせる）

　3番11t：、その母は、農家の家の雨戸を締め，自身

が1ジト身裸になり「母ちゃんがfilf故これ（ブラジャー）

［特集］乳幼児の［11：界

しとるか知ってるか？　女の人はこれせんかったら、

おっぱいがじゃまで、｛1：’∬がようできへんねん．そや

から必要なんよ．．どれおまえもしてみい．．」と促して、

．U・r・にもしてみてL’　，tった　それによって彼は1’1分には

不1茨であることをこうした大川な実践を通して納得で

きた．．）；｝B3［（膓「葉によるお説教ではなく、1可故その

∫・にとっては意ll未がないθ）かを川解できるように大胆

な実践で示す）

　人切なのはそれだけでおわらせないことである、こ

うして実践してみたことを教師に話した教師たちは、

金槌で頭を叩かれた気がしたという　つまり、知恵遅

れの学校なので知忠を育てることばかりを考えていて

（そ〃）’1］時は未だJ人問としての性教育を教育課程の

中にきちんと取り人れてなかったということに気づか

されたからである．、また、人間の知恵は、そのことだ

けからではなく人間としての様々な要求を実現してい

く中でこそ6隻得されていくものではないかと考えさせ

られたからである．．［励亘］〔とり組みの教訓をみんな

のものにし、次の教育に川かすよう教材化する、，つま

り大人の方が∫一どもの要求をくみ取り変II｝11：してい○．

f・ども、　とりわ｛ナ、　この1活のf列のように、　障’、ti：児や、

1操が不卜分な乳幼児は、川路整然とrl己の要求を説

明することができない，，しかし、感梢の大きさは大人

と同じであり、それだけに複葡iな思いの塊をうちに秘

めている存イliである、

　「問題行動」は人聞的1茨求のゆがんだ表現なのであ

る．どんなに問題と思われる行動のlllにも、　r・どもの

人問的でありたいという要求が潜んでいる、

　それこそが、r・どもが社会に訴えている変，’1，，：要求だ

とばえよう、、これもまた、社会をよくしていくことを

畑こ訴えている社会における乳幼児の存在の意義だと

バえる

　しかし、その現れがあまりにも他の入の人権を傷つ

けるような大事に至らないようにしていくこともま

9　川：界の児，’i’i：と母41生
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た、大人の教育に求められている役割である、、

　乳幼児期から感情をr一ども社会のtltで、あるいは多

1［1：代の構成する生活集団の中でト分に川し合い、吹き

ヒげて収める方法を学んでいくこと、暴力によらない

合意形成の方法を学んでいくこと、これが幼児期から

の教育に課せられたIXIIの課題のように思われ7di　，，

4．世代間交流における乳幼児の存在

　こうした力を形成して行くには、阿llヒ代が集う幼稚

園・保育園のil：での集団づくりという教育活動も大切

であるが、同時に求められるのが多1吐代が交流し、そ

のIPでそれぞれの11L’ft独］t］の価flliをそれぞれが認め合

い、ド1｛llを育て合うことができる取り組みが不nrlKに

なる．

　［U：代問交流の大きな特徴は祁∫1：にll：恵的になれると

いうぴ思性にある，そして、単なるIll忠性ではなく、

ltlいに川乗効果を’kむというところにある、，

　では、多11i：代の中で、乳幼児を頂点とする一∫・どもの

特徴（大人はそれを「r一ども心」とよんでいる）には

どんな要素が含まれているのであろうか、，

　「よく動く（能動性）」「〕馴待に月こきる（未来性）」「知

りたがりや（好奇心）」「寂しがりや（孤独は愛せない）」

「rl分でCl：1分の可能性への信頼）」などが挙げられて

いるt’．、．

　他の11L’代はこうしたr一どもの特性に川会ったとき、

f’どもへの優しさが育くまれ、未来への夢を共イfでき

る思いになる．．

　まさにその社会の中心で乳幼児が笑うとき、他のlll：

代に夢と勇気が湧く、，どの111代にもすべてその時期に

ふさわしい．ヒ導となる活動があり、それはまた他のiHr

代に影響する，、高齢者の場合には、これまでに蓄積し

た体験があり、それを振り返りつつ、sr・1・　1［　1：代に伝える

とき、輝きを増す　働き盛りの壮年期には壮年期の、

また、これから社会に川ようとしている’1」f年期にもま

川：界の膓巳「酋と母㍗1…　10

た11「年期独自の魅力がある。

　1∫1いに自分にない異【ll：代の存在によってrl分を生か

すことができ、富山市のデイケアハウス「このゆびと

一 まれ」の理念である「必要とされるとき人は輝く

その時本当の笑顔が生まれる。‘1］・」という関係が創造

される．，「このゆびと一まれ」では、認知症を持って

いた高齢者は赤ん坊のめんどうを見ることで輝き、赤

ん坊は白齢者と遊ぶことで、安心感をもって遊びを広

げ、というように相ltlに刺き合っていた、

　こうした実践は今n徐々に増えてきている、．

　実際地域白体には今51吐代が川活している、この力

を結合し、老若リ汝それぞれにとって1i）1いの共生社会

を作っていこうという動きも活発になってきている。

　また、そうした共生の基になる他者に共感する力の

芽を育てたいというところから、乳幼児（赤ちx・ん）

という年少児巾と小中1ギ5生という年長児巾が交流する

というとり組みもまた着実に発展してきている、，

　2002年度には厚労省のモデル’］1，Xとしてイこ国5ヵ所

で、児・敦館や学r［［保育の場で、あるいは、地域の］）f年

の現代風若者艘の中でと、赤ちゃんと小中高生との

様々なふれあい’lr業が行われた、、筆者はその事業のア

セスメントを行う研究グループに参加し、その成果を

幻；τ完成法によって確かめた川，それによると、参加

の年長児竜白身もその親も、スタッフも赤ちゃんの親

も、赤ちゃんとのふれあい活動を通して多くの場合人

問好きに変化しているということが分かった、．

おわりに

　以ヒ4つの視点から、r一ども、とりわけ乳幼児の社

会における存在についてみてきた、　つの課題につい

てデータをしっかり川して深める方法もあったが、4

点からアプローチしたために、　’つひとつが不卜分に

なったのではないかと危恨されるが、それを深めるに

は本稿の中で取り．ヒげた文献を参考にして頂けたらと



思う

乳幼児は、保育所や幼稚園だけでなくあらゆるiH：界

に於いて、夢と希望のシンボルになる．地球の未米で

ある乳幼児が輝いていない社会は不健全である．．

大学という知の拠点においても乳幼児がそのrlr心で

赤ん坊に笑っていてほしい．、はじめに挙げたお茶の水

女r・人学の学内における保育の場づくりも、赤ちゃん

をノく学に連れてくる院1ヒや学生がいると、人学という

知の拠点に赤ん坊を連れてくるとは何」「かという教授

がいたことから発している　いやそうではないのでは

ないか　大学に赤ちゃんの居場所をつくりL”、大学の

Il1で育て、そして今や、知の拠点だからこそその中心

で赤ん坊が笑い、そこに向けて人類の展望を、諸利・学

と実践を結合して切り開こうとして、人学というlll：　y“

においてもはじめに掲げた日1堺の中心で赤ん坊が笑

う」の精神に焦点化してきているという

注及び引川文献

Dお茶の水女1ソミには川産しf・育てしつつ学ぷ院生やtf：生がい

　る．20（旧年5月に1お茶人の中に保育施没をつくろう1とい

　う呼びかけにiflLrlした教Uが集まって話し合い、2001年5月

　に本i｝レ’；≒長」叱｛r：L2〔X）．1年3月まで〕により、　本格rl勺（こttflgVJし、

　お茶の水女∫・ノ｛学では、20【〕2年］（｝日より、付属幼稚園ぴ）中

　に保育施設〔いずみ保育所、初代川’ll：艮内川f）II∫・氏・現副学

　長、初代施li乏長牧野ヵツコ氏・人間文化研究Jll・教授）が1延生

　Lた　2加3tF川月には‘i．ノく学の中に赤ちべ・んがいる］とい

　うlll｛子にまとめた　そして、：）00tt年3月’トぱには、幼祉川を

　Niて学内の公務貝人塚Z御Fのミーティングホールを改修し、

　独、Zした施設ができ、．1月からは3名の人件費がつき．無認

　ETJの女性の研究と教育を支扱する学内の施投として新たに川

　発した

　　ここでのシンポジウムとは、このように新たな川発に際し

　て開似された記念のシンホジウムのことを指す．日頭のβ柴

　は、十者もシンポシストの・人ヒして登場させて］r［いたが、

　そこに、この実現にご尽力された1く川前ノ；フ：長からの寄せられ

　たメッセージの中からの引川である．
2）　ll，ワロン目竜i尺∬Vク＼，V（〕　「yu1’i’i：’心刊！ゾ；ζ：vり1Lノ‡＼1瑚ll旭：m　∫・ども

　の十征利」1．利・”診としての’心∫1∬与：．IP，188，滅EL）1・房19601原岩

　”Lcsd‘t｛）iLSdじ1’ent’川1ピ’は1939年）．

：9人問の発達過程はパラドックス（逆説1に富んでいる　∫・ど

　もと大入の関係もその・つである　拙苫：1．生活il体うE遼蒲

　　　，1｛’iill発達のパラドックス．．　｛学川版2〔｝O’；参照．．

［．牛v・i4i．1　孚L幻」》uσ）　 ill；界

・1）文R，Ml．INSC｜1絵9．．Mc〔；R八Wによるカナダの絵本であ

　り、母親が男のr・1：、男のr・が成人して母親に、そして父親

　になって女のr・4：、気づかれないように愛の歌を歌い続ける

　物語りである　月；訳〔岩崎ll！）VOは出ているが、絵の方が

　「母の愛は｛そして父の愛も力kぷ」というような現在の時点

　における永遠の愛をモチーフとしてIIII川されているが、原作

　は、人類の延々と続いてきた親llヒ代と∫・肚代の愛の連鎖がテ

　ーマにな・，ている，．

5｝F．アリエス（杉lll光｛llば⊥〔X∫・匹沢）「r・供の誕生．　アンシャ

　ンレジーム期のr・供と家族生活一．』みすず‘ll二房198（［，

6）笹者1’1身、∫・ども史、保育史、r・どもの権利史などの流れを

　何阯かの，ll：物にあたって、　A一献も人れて次にコンパクトに述

　べた．筆者執Wr児llilとは」「児‘it観の変1劉1［本家政”7会

　紬『新版・家政学辞典．1P．・S’IS・S・IY朝倉‘ll’〕，li　zooi，

7）L．ドゥモース（宮沢康人他1沢）i’親r・1刻係の深fヒj海鳴il：

　］！nH）、図は、宮沢康入1’人人と了供の閲係史序悦　　教育学

　と［歴史1灼ノiv：一一．i　p．lll｛；一’1，il：1ノ」1998．

S）ll教祖教研集鋪；㌧IW分手：1会、川司研究者（情水’CS氏）Wi・

　1り70年lJ］．

9〕秋躯英則「乳幼児の発達と活動意欲」p．23司6‘Ti’4〈・，1　．1占

　1981．

10）；・］－ITIIiにある1C営デイケアハウス（施設長・惣万佳代1’・lk）、

　参考資料・lNHK人1111ドキコ．メント　「笑加の人家族．12002年

　5日91D、．2惣JMIitt　r・『笑顧のノく家族．1水Illカ｝2002年1［

　）］．

1D金川利r・他「年⊥ミ児巾：と乳幼児の交流における川1∫：発達と保

　1；隻M’才」よぴ」Lb　JiNに」stナるは多¶…にOい『ce）1凋イ亡｛1斤究．1　こと『もλこ

　メく財団’ド成｜5年｝魁Uド1［環境づくり等総．合調杏研究’］仁業加1”

　‡1｝・LrtX｝・1年2月．

12ば5茶の水女r・大学いずみ保育所運営委U会「大学のrllに赤ち

　ゃんがいる　　お茶の水女r・大学いずみ保ff所の役川一」

　いド成1・1年度教育改｛、イ雑進費研究寵；1ト，1；：幼保述揚カリキュ

　ラム1刑発｛r‖：究　 t・J．14↑交ICtl・」〈i’：の1虫携によるr育て上援

　　　｝20（）：Yl｛3i］、そして20〔〕5年度中に注Dであげたシン

　ポシウムのまとめとしてi人学の中で赤ちゃんが育つ」が刊

　行される）弓じであり、初代施設長の見通しによればその次は、

　「大学の中心で赤ちゃん力竣う］の加（llになるのではないか

　．と　∫c包1さ」Lる

キーワード　世代間交流

　世代閤交流とは、異世代がそれぞれの良さを活かして係わ

ることであb、違う世代が係わることによってそれぞれの世

代の良さが活かせて、互いに自己が役立っていることが確認

できる。その真髄は互恵性と椙乗効果にあり、老若男女が世

代間交流を通して共生の地域作りをめざす取り組みである。

参杉吏献

“；t：野篤∫・・FICI111i）i／介編1．インy一ジュ．ネレーション　コ

ミコ．ニティをイf一ぐるITI：ftl「‖交が［．一．」「ユ見fにと＿Lスソ．1」．1

20（［・1　　7
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圏園乳幼児の世界

乳幼児⑳外界と⑳関係
　　　　　　　　　　　こ　さ　わ　　よ　1）お

轍学心騨部搬古澤頼雄

　乳幼児が生まれた直後から養育者によるr育てに参

加しているという表現はやや大げさに聞こえるかもし

れない、しかし、それは紛れもない事実である．．ここ

ではこのことを「r・どもから大人への働きかけ」とい

うi波によって考えていく◇

　まず、断っておかなければならないのは「働きかけ」

というtl’；v・の意味である、これは普通〔1分からイ1ぽに

対して動作を仕かけることを表す．ttそこには仕かけよ

うとする歴然とした意図が含まれている．、しかし、こ

こで川いる場．合、話題となる発達初期ではまだそのよ

うな意図をもっているわけではない。むしろ、乳幼児

が起こす行動が様々な程度を伴って受け手としての養

育者の反応に影響していくと考えた方がよい、、それだ

けに養育者のもつ感受性によっては見過ごされもする

し、送りf’としての乳幼児への反応となって返され、

llil’bj．者問の交流を成lltlさせてもいくとぼえる．、

　それでは、乳幼児が表すこの広義の「働きかけ」に

はどのようなものがあるのか、、まず、原始反射から考

えていく，，

1．原始反射のはたらき

　原始反射というのは乳幼児が生来的に∬llえている特

定の刺激に対する見事な反応の総称である、．実際には、

ほぽ17個の原始反射をもって．r・どもは生まれてくる、．

　顕著な原始反射をいくつかあげてみる、、乳幼児は掌

にものが触れるとすぐさま壬を握る．．これは「把握反

射’」とばわれる、，この反射は極めて鋭敏で髪の毛・本

が触れても起こるとまで「「われており、大昌土のひとの

祖先が生活のためにしていた行動のなごりと考えられ

ているが、生まれてから3～4カ月の聞現れている．、

筆者が以前出産直後の親J’・関係を研究していた時に、

生まれてすぐに母親の胸の．ヒに置かれた赤ちゃんがた

またま触れた母親の着物の襟をレ〕かりと握りしめた

ことが∫1上親の感動を引き起こしていた情景に川会った

（±A在本人は28歳で、アメリカの大学院で’j’：獅での生

活が体の骨に及ほす影響について研究している）。こ

のようなことは様々な場面で引き起こされ、そのこと

が養育者からの心の結びつきに繋がる契機になってい

る．．

　1り1親の授乳場而でも乳幼児からの協力がそのことを

llJ滑にしている［「乳幼児が飲乳するためにはなにより

も唇にものが触れるとそれを吸うといういわゆる吸飲

反射と嚥ド反射が機能している、、吸飲反射は胎児期に

おける指しゃぶりにすでに見られているようである

が、それはもう　・つの反射、探索反射と密接に結びっ

いている，．「探索反射」というのは、唇の周辺を刺激

すると頭をその方向に向けるというものである、t．例え

ば、右0）煩を1隆く刺激すると顔を右に向け、結果とし

てものが唇に触れると今度は吸飲反射に引き継がれる

という只合である，，筆者が最初の赤ちゃんに対’する母

11L’界の児ドitとiり：ttl三　12



親の授乳過程を1週llllにわたって観察したところで

は、母親は戒初一生懸i命［1分の乳1’1’を赤ちべ．・んの1　［eこ

含ませようとして、赤ちゃんへの授乳を促進しようと

するが、2、3日経つと＊L　r［で1隆く赤ちゃんの頬を刺激

し、赤ちゃんがIV「を川して「1然に吸飲を始めるという

スキルを身につけていく変化が共通に見川された、、仮

に万・この探索反射’がなければ、1り：親は授乳に悪戦bll’t：

闘する1｜々が続くとr．想される．．

　この他、r・育てに意昧をもつ原始反射に「側チ5反射’

（抱っこ反射）」をあげることが川来る．、この反射は乳

幼児を両rで抱いたり、養育者の肩にもたれかけたり

する時に起こる、tいずれの場合も、乳幼児が大人の体

にもたれかかるように少し屈みこむようになるのであ

る．．そして、このような乳幼児の胴体におこる反射．が

」包くときに7L幼り己力Cすっほ7りと」包く側の体にllXまるよ

うな感じ（抱きやすさ1を’j・えることになる、、こσ）よ

うな反射’がなければ、私達が∫・どもを抱いた時に丸太

を抱えているような感じをり・えることになる

　さらに、人Wな原始反射として「微笑反射．1をヒげ

ることが川来る．．このことについては次の”社会的微

笑の形成ttで述べる．．

2．社会的微笑の形成

　乳幼児はまだ母親の胎内にいる時から顔に微笑を浮

かべる、所謂「微笑反射．」を行っている　それは内因

性微笑ともll乎ばれて、からだの成熟や臓器の動きなど

によって川ずるものと杉えられている。そして、この

内因性微笑は牛まれてからも数週にわたって起こる

筆者らが長時川記録ビデオによって撮影したものによ

ると覚酬・脈ll川こかかわらず15分から20分間隔で生

起するのを碓かめた　つまり、赤ちゃんはその位の頻

度で’tにこプ’と笑うのである．

　ところが、乳幼児のこのような動作を見た人人たち

は一応にこれを原始反射に過ぎないとは捉えない　ま

［特集1乳幼児の世界

さしくそれが牛まれたばかりであっても乳幼児が1央さ

を感じてそれを表情に表していると判断する，そこで

起こす大人の反応は、「あ、笑った、笑った」という

ば葉となり、表情を崩して∫・どもに笑いかける、、この

ような大人の反応は乳幼児の最初11jJの笑いがまだ社会

的微笑〔外因性微笑とも言う）でないことを知識とし

て川解しているか、いないかに関わらず起こり、その

ことが1［々繰り返されていく．、

　この．過程に含まれることは次のように説明できる、

　原始反射としての微笑反射’は顔lrli筋肉の動きに伴う

ll｝il有lill覚（皮膚接‖虫、　T・k！の迎動、身体全体の筋肉の

flll縮、内臓におこる運動、姿勢の変化によって引き起

こされる内部知覚の総称、日己受容知覚とも呼，詞と

して乳幼児に知覚される　・方、周囲の大人0）反応（笑

いかけ、1「葉かけ）などは乳幼児の視聴覚を通して受

容され、乳幼！」に快感を引き起こしていく、そして、

これらの結びつきが生後1カ月を過ぎた頃から周囲か

らの働きかけによって乳幼児に快感が起こるとそれを

微笑というノミ情によって表すようになる所謂’t社会的

微笑”を起こす、．、

　端的ei，　1’えぱ、乳幼児の示す微笑反射’を周川の大人

達が最初から」t・どもが快さを感じて表す現象と意ll未づ

け、そのように対’応していくことによって、周囲を引

きつける魅力ある笑いとなっていくのである、，

3．泣き声が伝えること

　誕生とともにタト気呵q吸が始まり、声’｝i「の動きとの調

枢が脳幹によって図られるとともに乳幼児は身体的に

生ずる不快を泣き声で表す

　最初に見られるのは痛みによって表される泣きと空

腹によって衣される泣きである．その性質は音声分析

をしてみると微妙に異なる　前者は音の周波数’lll：が広

く、問欠fl（Jであるσ）に対して、後者は川対rlりに低い周

波数で途切れなく続く．．しかし、この述いを養育者が

13　川：界の児f「i：と1り：性



［特集］乳幼児の川：界

弁別できるようになるのには多少の試行錯誤が必要と

なる

　そして、2、3カ月経つうちに乳幼児の泣きは大脳皮

質のコントロールによってより［：J発的になり、いろい

ろな泣き方が出来るようになる，．それは泣くことによ

って周囲に起こる変化を察知しながら、乳幼児が泣き

方を変えていくからである、例えば、泣きに対して明

らかにlllil囲が反応している動作や物音が聞こえれば、

泣き声を弱めたり、泣き方を変えたりするc．11’え泣き

などはその典型である。しかし、生後、’t、5カ）Jにな

ると泣き川した時点では性質のことなる泣き声であっ

てもなかなか泣きやめない状況に置かれるとすべてが

空腹を表す泣き方に変化していくとli’われている、．乳

幼児が泣き続けるほど、大人がなぜ泣いているのか、

理解しかねるようになるのはこのような理山によると

考えられる．

4．人の顔・表情をどうみているか

　まず、乳幼児は顔の形に注llするのか、それとも相

r一の目に注Uするのかについて考える、これまでの研

究では確定的にどちらともばえないのが現状とi．「え

る．、しかし、いずれにしても人の顔ほどに生後まだ視

力が｜’分に整っていない頃から繰り返し11にする対象

はない。極端にぼえば、あちらからもこちらからも同

じ図形が提示され、しかも、この図形はのぞき込む11ト

に大抵の場合、r1分の位置に合わせてくれるのである

〔英語では、facc　to　faceと表現する♪、、1一い換えれば、

乳幼児にとってこれほどに同じ刺激が与えられること

はない，．このことが人の顔一11‘でも際、アって繰り返

されるのが養育．者の顔である　に関心をもつ’つの

理山であろう、

　もう　・つの理山は、乳幼児が出会う顔は決して能lki

ではない　まばたきもすれば、1」を見開いたり、頬を

膨らませたり、日をすぼめたり、とがらせたり、さら

川二界（フ）膓U唯と母i才　14

には声を川して話かけもする。そして、それらの顔の

動きは乳幼児が示す行動に対’応して見事な同期を示す

のである、，

　このような顔の動き、すなわち、表情それ自体がコ

ミュニケーションの役割を果たしているならば、相手

の表情の違いも当然こちらに影響を及ぼす，、それは、

まず相下の表情を区別できることによって始まると考

えられる、．このことを旅かめるためには、乳児にある

表情を凝視させてから、乳児が飽きてきたと判断され

る時点で、別の衣情を示しても凝視が持続するかどう

かを調べる方法を川いる．もしも、2つの表情に対’し

て同じように凝視が成立するならば、乳児はそれぞれ

を区別していると判断できる旨

　それでは、乳児はどのようにして表情を区別できる

ようになるか。山11（2003）は、1．lil外での先行研究を

もとに表W了の1メ：別は、1’K］1に示すように、1快・不・1央と

覚醒・lllOの1つの次ノtに分けて考えられると述べて

いる／／それによると、生後3カ月の乳児を例に考える

ならば、区別できる衣情の対は、覚醒とll民りの軸をも

とにして始まると見なされる．、なぜならば、この軸は、

眠りの方が表情の動きが小さく、覚醒の方が大きいの

で、この動きの大小の違いがはっきりしているもの、

微笑みと怒り、微笑みと驚き、驚きと悲しみなどが区

別しやすいのに対して、悲しみと微笑みの対’は、両方

ともに眠りの側にあって、見た］，1の迫いが区別しにく

いものと判断できるというのである．，

　さらに、乳幼児が表情を区別できることは、それぞ

　　　　　　　　　　覚醒

不快

圃　　　　　　　　〆

唖 興奮

咀 圃
晒中立 唖
団眠り

眠り

　　　　　　眠り

図1．表情の意味次元（山口、2003）
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れに対応した違った反応を引き起こすことになる。L｝

い換えれば、相子の衣判に表われた感情を参照しなが

ら、t’．1分の行動が形成されるということである。この

現象を「社会的参照」と呼ぶ。

　それをはっきりと示すのは、次のような実験がある。

まず、実験室に図2のような断崖のトに強化ガラスを

のせた装置を作る。実際は、1え而ですが、r・どもは視覚

的に断川を経験することになる，、そして、這い這いす

る6～8カ月の・r一どもを台に乗せて、そのCを渡らせ

るのであるが、その際に、予どもが進んでいく方向に

人人がいていろいろ表情を子どもに示すようにした。

その結果、大人が楽しそうな表情をしていると、r・ど

もはものおじもせずにそのヒを渡ったが、人人が怖そ

うな表情を示していると、r一どもは尻ごみしてしまっ

て、その．ヒを渡ろうとしなかった．，つまり、r・どもは

自分のいる状況を理解するのに、大人の表情という情

報を積極的に取り人れて、行動をコントロールしたも

のと考えられる，，

　次のように言うことができる、，乳幼児はどう行動す

るか判断に迷うような場合一ここでは、なんとなく

怖そうだと思える　で、周囲の頼りになる人からの

判断を求める，、その判1祈が、「大丈夫、やr）てごらん」

というものであるならば、f・どもは行為を続けるし、

［だめだめ、とても怖いよ」というものであるならば、

y一どもは行為を続けなくなる，、実験では、表情という

信）］tを」］1いていたのであるが、実はことばで．いわれて

いるのと同じものと考えることができる、．，

　「大人の顔色を読む」という．f・どもの行為もこの延

長線ヒにあることと理解できる。r・どもが大人からの

衡ヒや抑制にさらされることが多く、tJ｜分でのびのび

と振る舞うことができない状況にいる場合には、大人

の衣情という指示がその場でなによりも適切とされる

行動を起こすための千がかりとなる，，

　表情の区別が日常のノ1二活経験に影響されることは、

ガラス越しに
床の模横が見、
える

深い側　　　浅い側

［特集］乳幼児のiil：界

一　　　　　ガ見、　．＼

　　　、

、

，今 ／

模様の上の
ガラス

　図2．視覚的断崖の実験装置（Gibson＆Walk，1960）

養育を放棄されたrLどもがひとの表情を“悲しい姉と

判断しがちであることや虐待を受けた子どもがひとの

表情を’晶怒り”と判1111しがちで悲しみや嫌想といった

表情と区別するのが難しいことなどから明らか．であ

る。そこでは、子どもは1」にする機会がより多い表情

に判断が引きずられる傾向にあることを示している

（ll｜ll、　2003）．，

まとめ

　乳幼児は生まれた時から原始反射に始まる様々な行

動を通して周囲に働きかけているc，それは幼いながら

白分の人生を歩みはじめた明旅な証拠であるが、1司時

に自分にどう答えてくれるかという問いでもある．、こ

こでは限られた諸川を述べたに過ぎないが、そのひと

つひとつに周1用がどう応じていくか、，丁換えれば、ど

のような関係をjJ£　）’f．させるかが乳幼児の心の発達を支

えていく。

参杉虻献

Wlイミ」山〔∫L・‘li’ilVtホ‖劇iiる千：∫　卜’孝）ぢ（2005）　：

　「新版　発達心理学への招待」　ミネルヴァ酵房

山川真延（2003）：「赤ちゃんは頗をよむ．」紀1川1：1屋↓IF；li

キーワード：社会的参照

　乳幼児は初めてのひとに出会ったり、不慣れな場面におか

れると自分が取る行動の手がかりをその場にいる親しいひと

が抱く感惰に求める。そして、親しいひとの感情が示される

表情や動作、言葉かけが自分を安心させるならば積極的に行

動し、不安を抱かせるならば消極的な行動を取る。このよう

に社会的手がかりを参照しながら、乳幼児が目分の行動を決

めていくことを「社会的参照」と言う。

15　1吐界の児喧：と母‘n三



圏園乳幼児の世界

乳幼児にとって
心地よい環境とば

　　　　　　　　　なかばやしぜ　つ　こ

神酬育園醐長中林節子

1
’
↑
：
丁
†
．
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1．はじめに

　乳幼児が育つ生活の場としての望ましい環境が問わ

れるようになって久しく、これまで児巾福祉弓巳▲†徽

育をし1，ql」1とされる多くの先生方が、その著IIトの中で人

きく取りヒげている．，保育囲時代、私もそれらのrlrか

ら多くを学ばせていただいた・人だが、ここでは、ス

ウェーデンの保育にNS合う機会によってμll確認した

「私たちと［1々生活を共にする乳幼児にとってiiii・心地

のよい環境とは何か」について触れてみたいtttそして、

そこから長い時間をかけて職∫工一人ひとりと共に創り

ヒげた保育現場からも少L　］］1；かせていただこうと思

う．、

2．スウェーデンの保育に触れて

　］0数年前、私はスウェーデンの保育園見学と実習プ

ログラムが組み込まれた研修に参加する機会に忠まれ

た．．東京の民間傑育園に勤めて10数年、当時私はil

任という役割を担っていた．

　ストックホルムの郊外にある保育園で体験した数ll

問の牛活は、驚きの連続であった、，その驚きが、幼い

J’・どもたちと生活を共にする保育．者として、また．’人

の人間として、ド1分自身を振り返り、問いIVI：す機会と

なった．tそして同時に、∫・どもの日々の生活の場であ

る環境を杉える契機になったように思う、

　0歳から（“irkの∫・どもたちは昼問θ）ほとんどのIVHtiU

を保育園で過ごす、その保育園の環境は、国や文化の

違いはあったとしても、それまで見てきたll本の保育

園のものとは大きく違っていた，．

　ところどころに遊共が配置された広い剛庭を・歩川

ると、林や森へと小径が続ぐ、その小径も林の叩も、

」’・どもたちにとっては、探索や探検など興味尽きない

格好の遊び場であり、ごく身近かな白然との触れ合い

の場でもあった．おもしろい形の木の枝、水の実等を

持ち帰り部屋を」ぷし・思いに飾る、　tt木の実を染料にカー

テンを染めたり、お気に人りのお花を1’｜然な色のまま

のドライフラワーに仕ヒげたり…部1ボ11‘に、自然との

11常的なかかわりの中で．∫・どもたちが身につけた知恵

や楽しみがあふれていた．、r一どもたちの通う「昼川の

お家」としての保育園には、∫・どもたちのliF．1．心地の良

さが至るところにあふれていたのだ．．

　年齢ごとのお細破やナ11任は一応決まってはいたが、

毎Uの生活の）Pでr・どもたちは、大きなお家の中を何

処にでも川かけて行き、その場・にいる大人と共にゆく）

くりと過ごすことができるように考えられていた、ど

の部屋にも家庭にあるような家其がある。ソファ、ダ

イニングテーブルと椅r－、食器棚やオープン…tt／ジュ

ー タンのヒには低いテープルやクッションが、本棚に

は絵本や大人の本なども・緒に並び、ソファに座って

r一どもも大人もそれぞれの本を見ながら、楽しそうに

会話を交わしている，宇内の遊共は、基本的には木製

llヒ界のPU・i’i’／：と母性　 16
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の落ち着いた色合いのものが多い．．低い棚やテープル

には∫・どもたちの年齢とその11．bVtの興昧に合わせたキ

ッチンセット、乗り物、人形そして積み木やパズル、

ゲーム等が置かれていた．．r・どもたちは、広い大きな

お家の何処に，f，i∫があるかをよくわかっており、）t‘と年齢

のr・どもたちが交わりあって、興昧ある遊具の置かれ

た所を白分たちの居場所と決めているようだった

　教材’は、4、5歳のfどもたちからも見える場所に

レイアウトされていた．．その時々に作りたいもの、使

いたいものを近くにいる大人に伝えて指さして取って

もらう　r一どもたちはすぐにそれらを千にすると、低

いテープルのヒで、思い思いの発想で製作に熱）1iする

　登降目ill｜」、昼食IL｝、’1：11．irg〔昼ル芝）II∂｝こはr・どもliil　1：

1誘い合って「白分のお部屋」へと向かう　乳児は保育

者が迎えに来ていた．．

　ここで、この’J｛i’，tilt、特に印象深く、10数年たった

今も私の記憶に鮮明に残っている場lrliをいくつか紹介

してみたい．

（1）昼食時に

　各部屋のダイニングテーブルに、7、8入のr・どもた

ちと保育者’人が席に着き、弟妹がいれば1歳から、

家庭にいる時と同様、その兄、姉の隣で・緒に食トJf・を

する

　テープルのヒには、メインディッシュ、パン、チー

ズ、野菜のお川、そしてポ・ソトに人った’卜乳、J’・ども

たち0）前には、おillLとミルクカップが泄かれ、ここか

らfit　，1　i，が始まる．．メインディッシュ、パン、野菜、チ

ー ズ、バターの人ったお川や牛乳が順々に川され、r1

分のおlllLやカップにそれぞれ収り分け、皆に回り終わ

るのを待つ　幼い弟妹には、その兄、姉が自分の分と

・緒に取り分けてあげている

　大好きなメインディッシュのグラタンをたくさん取

った∫・がいた．そのr・に保育者が「少し多すぎない？

みんなに1［Tlるかしら？」とやさしく声をかけた．うな

［特集］乳幼児の川：界

ずいて、自分のお1］1［から取りすぎたグラタンを大m［に

戻す彼　そ0）後、保育者と私を含めて、テープルの皆

にひと川りした後に残ったものは、おかわりをしたい

J”・どもたち皆で分けあっていた

　このfli］t・場｜r］iの体験は、私には驚きであった　ll本

では、Pめ給食室で・人分つつ盛り付けられたものが

r・どもたちの前にtltされるのが’ltたり前である　そん

な食’∬スタイルに慣れ、特に疑問を抱くこともなく今

まで過ごしてきていたr｜分に気づかされた　スウェー

デンの」「・どもたちは、毎目の食‘］f・を通して、白分でお

ll【［に取り分けることで自分の食」目｝1：を知り、また、

緒に食‘1陸する人への心配りや人を思いやる気持ちも

’11たり前のこととして身につけていたのだ．＝

（2）一人ひとりを大切に

　この園には、8力国のr・どもたちが在籍しており、

そのため8力国の保育者、職貝が配置されていた　川

が違えば、文化、1「葉、生活習慣等の違いは当然のこ

とである．だから、∫・どもたちが心地よく過ごすため

に、同じ文化、1司じT「葉、1司じ習慣を持つノvが・緒に

いて当たり前、となっているのだ．、．そして毎週のプロ

グラムのiliに、母lkl語の学習時問が盛り込まれ、8力

川のr・どもたちは、それぞれの国の先生から、母国語

を学んでいた　このような多国籍の∫・どもたち・人ひ

とりへの配慮があることを知らない私は、ある“食ll・1…

に保育者に質問をした　「食前のお祈りは：／．」と．す

ると彼女は「お祈りは、それぞれの心の中で　　多

国籍のr一どもたちが集まっているので、宗教も遼うの

です」と答えてくれた．

（3）あたたかく、やさしい空気、人のかかわり

　’1：後3時には暗くなりはじめるスウ＝一デンの冬．

寒さは厳しく、凍てつくような外から、　・歩園内に人

ると、そこは、あたたかく、やさしい、f’どもたちの

1、’｝場所となる　その‘11心となるのがr・どもたちと生活

を共にする保育者く大人たち〉のあたたかさ、やさし

17　111：界の児償と母性
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さであったように思う。

　」「tどもたちの声でいっぱいの園内に、大きな声はも

ちろんのこと、大人の声が聞こえて来ない，】E確に言

えば、耳につかないとぼうことなのだろうか。r・ども

の近くで、r・どもたちと・緒に過ごし、遊んでいる時

の保育者の楽しそうなこと。r・どもとの会話、笑顔、

笑い声、f一どもたちに寄り添い、その成長を支え、共

に生活をする大人としての役割を担いながら、保育者

としてr・どもと居る生活そのものを楽しんでいるよう

に見える．．r・どもたちに必要な｝・li意のIliかけも、最低

限のば莱を選び、r一ども自身が杉えることに視点を置

いている，その∫・に届く声の人きさ一一低く小さな声

には保育者たちの思いが込められている、、昼食時にメ

インディシュを多く取り過ぎたi’への対’応のように，，

　f・ども同1：のll∬曄が始まった．、しかし保育者たちの

視線はやさしく、年齢の高いf・どもたちであったこと

もあるが、話し合いで解決に至る長い時11ilの最後まで、

近くで1人の様rをじっと見つめ、llを挟むことはな

かった。　：人のr・どものそれぞれを理解し、信じ、大

人の役害‖は、ここでは「待つこと」なのだということ

が見ていた私にも理解できた．

　ωいスウェーデンの研修から、私は多くを学んだ、

∫・どもが心身ともに健やかに育つ場としての自然を含

めた保育室内外の環境が持つ意味、そしてそれらが子

どもに与える影響を考える機会となり、環境としての

人とのかかわりの大切さを白二確認する場ともなった。

r・どもの今だけでなく、’11たり前に・人の人間として

育つことを支え、見守り、f’どもの前を、後をそして

横を歩む人人たちの存在がr・どもの育ちにとっていか

に大切なことか．そしてそれらすべてを含めて、∫・ど

もの育ちの場「昼問のお家」がスウェーデンの保育圃

の姿だった、、

lll：界（～乃Ul†（：と母’Pll　18

3．学んだことを保育に生かして

　私の在籍した保育園は、創設後50数年のうち40年

を同じ施設長のドで保育を行っていた　視点をr・ども

たちにしっかり当て、施設長を中心に職員の・人ひと

りが、この園の保育を創っているという意識を培って

きた，，児童福祉の、フ1場に、フ1って、必要とする子どもは、

もちろんのこと、どんなr・どもでも受け人れることの

できる職n集IJ’1として、あるべき保育の姿を追求して

きたのだi

　最もlt’！い時期からの統介保育から始まって、0歳児、

延長、育児相談、r育て支援センター、緊急・時保育

等々の各保育…，，それらを通して子どもたちにとって

良に求められる保育の姿とは何かを見直し、そのため

に職U・人ひとりの意識を変え、意欲を持って仕弓「に

向かうための、職nのための学びの機会も継続して持

っている。学ぶことは変わることにつながるc．園内外

の研修にJJを入れ、1年、2年と同じ講師のもとで園

内研修等を行い、学んだことを職n間で確認し合いな

がら、f一どもたちへ返していくという作業を積みi［cね

てきた。保育の方向が変わる時の職貝の抵抗が強けれ

ば強いほど、学びは深まり、1’1分を変える契機となり、

毎ll生活を共にするr・どもたちの姿が今行っている保

育の碓認につながる、という経験を職貝は数多く枯ん

できた。11の前にいるこのf’どもたちが、安心して過

ご’すことのできる、楽しくて、大好きな、1川1も必ず

来たいと思えるような乳幼児の居場所作りに向けて、

この場を必要とする地域の親r、また、大人たちにと

っても居心地のよい場になるようにと、」’寧に、時間

をかけて、時には痛みも伴いながら見II‘1：しをすすめて

きた、、その結果、あたたかくて、やさしい今がある、

　私がスウェーデンで学んだことの多くも、ずっと以

前からこの園の考え、方針であったかのようにすっか

り根付いているu

　しかしスウェーデンとの大きな迎いは、室内外の環



境て・ある

　戦後のドヤ街にS’・どもの昼問の），・1場所として創られ

た小さな保育園．そこには今も園庭はない　r・どもた

ちに、ド1然の中で、戸外の空気、太陽のもとで過ごせ

る時問を少しでも多くと、保育者は∫・どもたちの年齢

に合わせた公園を選び毎日川かけて行く．川風の心地

よい安全な遊歩道をゆっくりと探索する．0、1歳の∫・

どもたちまで．．．冬の最も塞い時期も、場所を選んで、

できる限り「’ll・度は川外」の毎日だ．

　室内は「昼川のお家」を基本に、決して広くはない

それぞれの部屋を如イlr∫にしたら広く使えるかを考え、

ソファを償き、∫・どもたちが休める場を作り、促而装

飾はせず、∫㌘供たちの作品や絵を飾ることに心がけて

いる．．ベランダでは花や野菜を育てている．収穫して

お部屋で‘Vオ1川1して食べる活動を楽しみに∫・どもたちは

種を蒔く．1’・どもたちの興味を呼び、遊びを広げ深め

る遊具は、できる限り列乍りや木製のものをと心がけ

てはいるが限界のあることも感じている．．しかし、r・

どもにとって心地よい環境を考え、作り川すのも、心

地よい環境そのものになり得るのも、共に生活をする

1’1分たちであるとj　i’う思いは、今も変わらずに私は持

ち続けている、，

　∫・どもたちの今を、そしてその先につながるこれか

らの育ちをしっかりと見つめて進む保育者、そしてそ

の歩みを支える職貝たちが、r一どもにとっての最も心

地よい環境そのものであると杉えている，

　さいごに、3年前のO歳児クラスの日誌から、　1人

の担．任がそれぞ’れに∫・どもの心の動きを捉えた日誌を

紹介して筆を置きたいと思う、

　…！ト朝、まだAしかいない1】tい時間に、年長のMが、

登園してきたが何やら様r一がいつもと迫う　肋川で涙

をこらえているようだった．：「Mちゃん、元気ないね、．

何かイヤなことがあったの？」と聞くと、「ウン」と

うなずくだけで話そうとしない．こちらもそれ以1：llil

［特集1乳幼児のlll：界

かずに傍らにいたのだが…、tAもそんな雰川気を感じ

てか、少し寂しそうなノミ情になる．、するとMが「Aく

んも私と同じ気井ちなんだよねえ～．1とつぶやき、A

とかかわりはじめた、．するとAは嬉しくて笑顔に．そ

んなAにMもいつの間にか元気と笑顔を取り戻してい

た、Mの気持ちを分かってやることはできなかったが、

小さな」t’どもも、人入が小さいr・に対して抱くかわい

さ、愛しさに、励まされるということがあるのだと気

付かされた．

　もう　・編は9月のJf外でのU誌から「

　…SとRと日陰を捜しながら公園へ川かけた．，公園

内を散歩していると、少し強めの風，公園とIJ’1地の境

にいると、その風にのって・枚の落ち莱が流れて行っ

た．その様rを！LlていたSが落ち躯のたまった場所へ

ffき、　T：ではらうようにして葉を動かし、次に片r一で

漿をにぎり、顔のあたりで離す　すると莱は、1：　T：く

風にのってf’から流れていく．．すると今度は、川r・で

葉を取り、放り投げるようにして菓を飛ばした、．沢川

の菓が空を流れ、地lrilを走る．　Sは姑しそうに落ち葉

と遊んでいた．．ふとした11．｝，のことをSは見逃さず「お

っ」と心動かされたのだが、人人が落ち葉を空に放っ

て誘いかけたのではなく、n然からの誘いかけがあっ

たからこそ、Sもいろいろなノ∫法で落ち葉と関われた

ように思う

　お読みくださるお・人おひとりに、乳幼児にとって

心地よい環境とは何かをお杉えいただくことができれ

ばと願っている．

キーワード：昼間のお家

　スウェーデンでは昼間のお家＝保育圃と言うことでした．，

日本では古い田舎をそのまま使わざるを得ない所も多く、建

物の構造上変えられなくてもL考え方を子どもにとっ

「昼間のお家」と変えることにより、トイレの使い方、

の考え方、食顎、午睡（昼寝）のあり方等々、子どもに

ての生活から、心地よい環境に向けて考えることができ

ではないかと思う。「昼間のお家」＝「保育園」は、保

変える方向性を示しているのではないだろうか？
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圏園乳幼児の世界

乳幼児⑳対人関係⑳発遷
　　　　　　　　　　　　　　す　　が　の　　ゆ　　き　え

青・・学蹴綱醐蜘樽師菅野幸恵

1．養育者と子どもとのかかわり

（1）胎児期における人とのかかわり

　乳幼児の発述における対人関係の爪要性はばうまで

もなく、∫・どもはさまざまな人とのかかわりのなかで

発達する　人とのかかわりは胎児期からすでに始まっ

ている、そのきっかけとなるのが、胎動である，胎動

は妊婦が我がr・の存在を1：’j：接感じることのできる数少

ない機会である．、胎動を感じた妊婦は、おなかをさす

りながら胎児に話しかけ、胎児の動きからその内的状

態を読み取ろうとしたり、胎動を胎児からの応答とし

てとらえたりする．1／，妊婦はそのような胎動への意味

づけによって、胎児を自分とは別の意志をもったひと

りの人間として意識し、生まれくる我が∫一との閤係を

形成し、第三者をもそのやりとりに巻き込んでいく、

（2）手探りではじまる関係（新生児期から2カ月）

　今からおよそ30年前まで、生まれたばかりの赤ん

坊は、f可かを見分けたり聞き分けたりすることのでき

ない、無力な存在であると考えられてきた、．しかし

1970年頃から新生児に関する研究が進み、生まれた

ばかりの赤ん坊でもそれまで杉えられていたよりずっ

と高度な能力をもって生まれるということが明らかと

なった　とくに、人の顔と顔でないものを提示すると

人の顔をよく見、いろいろな音の」11でも人の「†声に対

して反応するなど、人の刺激への指向性はかなり111・い

段階からみることができる、、また、乳児の泣きや微笑

み、発声、追視、抱きつきなどの行動は、愛着行動ぱ

と呼ばれ、養育者との関係を作り、川1話を引き川す行

動として取要視される「このようなr・どもがもって生

まれる対人的な指向性は対人関係を形成していく上で

・n要である。それは養育者の応答が加わることによっ

てより豊かなものになる、、

　初めてのr・どもが、誕生してしばらくの問、親とr一の

かかわりはおlilいのしっくりするやりかたがうまくつ

かめず、とてもぎこちない，、r・どもが泣くと養育者は

ミルクを与えたり、オムツの交換をしたりlll：話をするttt

しかしそれでも泣き1ヒまないと、新米の養育者はなぜ

子どもが泣いているのか、どうしたら泣き1トむのかわ

からなくなってしまう、．そこで姿勢を変えたり、抱き

ながら歩きIIllったりしてなんとかしてなだめようとす

る、予探りの状態で過ごすなかで、すこしずつこつが

つかめしっくりいくようになる．llL；・心地がよくなり、

満足な状態になると子どもは「満ち足りた」「気持ち

のいい」表情やしぐさをする，，その気持ちは養育打へ

伝わり、それが1守fての白信となるっ生後すぐの子ど

もと養育者の関係は共生的であるといわれることが多

いが、両者ははじめから’体なのではなく、かかわり

を積み爪ねることによって徐々に共生的な関係ができ

あがっていくのである、、

　生後1カJJを過ぎて2カ月近くになると、　r・どもの

111つきがしっかりしてきてときどき｜1が合うようにな

lll：界の児‘‘「i：と1）：㍗ヒ　20



り、泣き声以外の発声もみられるようになる．．乳児が

発声しているときに対1rr「し乳児の発声を同じように繰

り返してやると、まるでやりとりをしているように思

える　実際r・どもも母親からの応答を期待しているよ

うで、3カ月児を対’象にしたある実験によると、白分

が発声してしばらくしても母親の応答がないとllll度白

ら声をあげ、母親に呼びかけるような行動をすること

があるといケ」．

（3）微笑でつながる関係（3カ月頃から）

　3カ月を過ぎると、r・どもは人の働きかけに対して

Hを細めながら川を大きく開け満面の笑みを浮かべる

ようになる、t社会的（3カID微笑の登場である．．その

ような笑顔に人人もおのずと微笑みを返し、おtllいの

気持ちがしっかりと通じ合う感じになる．この通じ介

う感触は、その後の身近な1　9’LN係における情動的交

流θ）原点となる．’：．’1カ月を過ぎ、離乳食をあたえる

ようになると、養育者は1・アーンして」といいながら

rlらも人きな口をあけるような行動．5．を示したり、　ldtl、：

いものを1｜に人れて顔をしかめたr一どもをみて、1’1ら

も顔をしかめて川・／：い」という1．乏情を示したりする，．

このような行動は養育者と∫・どもの気持ちのつながり

があってはじめてみられるものであり、これまでの問

に培われた・体的な1則係をみることができる．㌧

　しかし養育者とf・どもとの関係は常に・体であるの

ではない．、r・どもがぐずる、泣くなどネガティブな状

態にあるとき、養育者はそれを受け止めおさめようと

する、それでも泣きlhまないと、「なぜ」「どうして」

と考えながら、なんとかしてその状態を沈静・化させよ

うとする．．あまりにネガティブな状態が長引くと養育

者もいらいらしたり、焦ったりしてしまうこともある

だろう．．．しかしそこで投げ川さずにllの前の∫・どもと

向き合っていくことによって、f’どもの気持ちも収ま

っていく．．∫・どものネガティブな状態は、養育者’に不

快な感情をもたらす（イヤだ、困った）こともあるが、

1：特集1乳幼児の111：yI

それを契機に∫・どもの発達の状態やrlらのかかわりに

ついて振り返ることができる1．／．／

　養育者と∫・どもの聞の気持ちの皿じ合いや、r・ども

のネガティブな状態に養育者が向き合・．〉ていくことを

辿して、∫・どもは養育者を「安心できる」「fll頼でき

る」人であると認識し、養育者がそばにいくだけで泣

きIEみ、反応を朗待するようになる．養育．者もr一ども

との気持ちのつながりや自分に対する特別な反1心を通

して、r・どもへの親和的感情を膨ジ）ませ養育者として

の自信をつけていく

（4）子どもの能動的なかかわり（9カ月頃から）

　生後9カ月頃から∫・どもと周川の人との関わりに新

たな変化がおとずれる、、これまでの対加的な関係から、

物を介した人一物・入の三者のやりとりが可能とな

る．たとえば親が注意を向けたものに．了・どもも川意を

向けたり、「ちょうだい」と大人がr・をIHすとそれを

渡し、「あげる一もらう」という物のやりとりができ

るようになる、．

　r・どもの行動に意図が感じられるようになり、養育

者のほうから誘いかけをするのではなく、∫・どもから

の働きかけを待ったり、r一どもの行為に「．じょうずね

え」などと声かけをしたり、できないところだけr助

けをしたりというかかわりになってくる　f’どもも他

者の意図を感じ、他者の視線を意識した行動がみられ

るようになる、自分が遊んでいるものを持ちヒげて

「みて一」といわんばかりに微笑んだり、偶然∫・ども

が何かを落としたときに大人がびっくりした反応をす

ると、その反応を期待して大人のほうをちらりと見な

がら物を落としたりする．また新奇な状況やr想しな

い状況にとまどったときなど養育者の顔をみて判断を

仰ぎ、自分の行動の指針として養育者を利川する，．身

振りによって「1分の思いを的確に伝えることも司’能と

なり、やりとりにおいてr・どもがiモ導権を握ることが

多くなってくる、．このような日分の行為に対する他者

21　11i：界の）Ul†i／と母’1才
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からのフィードバックや白分がイニシアチブをとるや

りとりをJlllして、　rどもは白分に自川をもつことがで

き、それが〈わたし〉というものの基盤となる．．

（5）くわたし〉というもののなりたち

　（1歳半前後から2歳半、3歳）

　1歳’rをすぎるころから、r一どもは自分の思いを強

く示すようになる　階段の）｛・り降りをひとりでしよう

とするなど、なんでも「ひとりで」「じぶんで」とい

うことを1三張したり、これは「○○（1’1分0）名11肋の」

「こっちはパパの」といって所有者を示すような発言

をしたりするようになる‘’／tさらに2歳を過ぎると、

ことばを使ってはっきりと自分のしたいことを．li張す

るようになる　いわゆる第・次反抗期の現れである、

これは〈わたし〉というものがr・どものなかに川来ヒ

がってきた証拠であり、同時にこれまでの共生的な養

育者との関係からrいヒし始めることを意1宋する，，養育

者もここであらためてr一どもを自分とは別のひとつの

1モ体であることを1111認識すると共に、f一どもの要求が

許容範川を超えてくると、これまでと同じようにr一ど

もの気持ちを受け人れることができず、時には強く11ヒ

ることも出てくる、，しかしそこで∫一どもを全而的に否

定するような関わりをすれば、せっかく芽生え始めた

r一どもの1：1己が縮こまってしまうので、∫・どもの気持

ちを受け1トめ∫・どものi…体は尊爪しつつ、制ILや禁IL

をしていくことがln要である，それによりr・どもはじ

体をll］らの内に閉じ込めることなく、周囲との関わり

のなかでrl己を発揮していくことができる．．そして、

II［分の気持ちを受けll：めてくれる存在として養育者を

1「．［らの内部に取り込むことができ、［rl　iZへの道を歩む

ことができるのである、、

（6）〈わたし〉の世界の確立

　3、4歳になると、何に対しても反抗するということ

は少なくなってくるが、ことばをつかってたくみに〔1

己を｝し張するようになる．「大人の使っていることばを

川2界の児酸と母性　22

うまく取り込んで、他者との関係やド1分の行動を調整

しようと試みる，、また自分の内的な1吐界を意識し、大

人からの期待や評価を気にするようになるL，そのため

養育者が何かをたずねても「ないしょ」「教えない」

という答えが返ってくるようになる、このころになる

と、幼稚園や保育園の友だちと遊ぶ約束をしてきたり

と、親の知らないr・ども独r1の世界が徐々にできてい

く、

2．仲間との関係

　・般に乳児朋後半から家庭以外で人との関わりをも

つようになり、月齢の近い子どもとの関わりが川てく

る．同年代のfi1丁問は大人のようにn分の気持ちを受け

1［二めてはくれず、おi’t二いの思いがぶつかり合うことに

なる．しかしr・どもはそこから、r1己や他者の理解を

深め、社会のルールについて学んでいく。

　r・ども同1；が関わりだしてまもなくのころは、お．lll

いに相］三のイ∫：在を無ネ；↓しているかのようにふるまうこ

とが多いが、そのうちに相千のしていることやもって

いるものが気になり、やりとりがみられるようになる、

ただ1歳代では、やりとりといっても、結局はものの

取り合いになってしまうことが多く、養育者が介人す

ることになる。2歳を過ぎるとお’tlいの気持ちの：i三張が

強くなるので、自分の思い通りにならないと相手を叩

いたり、噛みついたりすることもある．攻撃的な行為

は好ましいものではないが、自己1…張の現われでもあ

る，、いけないとただ制するのではなく、別のやり万で

交渉する手段を伝えていくことが大切である，、そのな

かでr・どもは自己1三張のしかたを学び、白分の思いを

訓整しながらかかわることができるようになってくる，、

　f・どもたちのかかわりのきっかけをみていると、す

でに遊んでいる」「・どもの様f’に気づき、そこに引き込

まれるようにして近づいていき、結果としてその子が

遊んでいるものをとるという形になってしまうことが
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多い　遊んでいるr・どものかもし川す雰川気が「．楽し

そう．川おもしろそう」という形で’伝わり引き寄せら

れ、遊びが広がっていくことを、II14s’s』は遊びの伝染

と呼び、集団遊び形成の出づξ点であるとした．そして

4、5歳になると人人が介人しなくても相りに行動を訓‘1

整しあいながら、遊びを発展していけるようになって

いく．

るいは1’・どもの誕生後移り住んだ地域で∫一育てをして

いる．．そこにはH：からの知り合いなど当然おらず、r・

育てをしていくなかでよこのつながりはできていく

が、たてのつながりは形成されにくい、、よこのつなが

りだけではr一どもたちの対人関係が充実しているとは

ぼえない．．たてのつながりをどう結びつけていくのか

が私たちの課題である．．

3．きょうだい関係

　きょうだいの誕川（あるいは妊娠）をきっかけに、

わがままになったり、養育．者がきょうだいの1吐話をし

ていると邪魔したり、r1分も赤ちゃんのようにふるま

い、同じように扱ってもらいたがったりすることがあ

る　赤ちゃん返りは困ったこととして受け取られるこ

とが多いが、赤ちゃんの真似をすることによって生じ

ていることも多く、赤ちゃんに関心が向けられている

ことの証拠である「きょうだい誕生前後の∫・どもたち

の混乱は、数カ月後には見られなくなり、かわって幼

いきょうだいへのW心や愛情がみられるようになる．

　きょうだいとのかかわりは、保育園や幼稚園（こ行く

前の段階で、対等に近い人問関係に川会うチャンスで

ある　またr・どもは、養Wi　K・と1’1分の直接のIVJわりの

なかだけではなく、養育者ときょうだい0）閃わりのな

かからも多くのことを学ぶ川．
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（6）　Sulilt司レ1唆　　 19f）sI　　l周イ系ltgj上li命V）bt「ll・1　　　ミ　才、ノレ1プ．r「　II；戊ノ｝

（7）菅野・1’：：忠　2C）O］　母親が∫・どもをイヤになること1育II己

における不快感梢とそれにk・J．する1説1川づけ　発迂心理学伺1

究与　12，1，　12．23

（8）川本登志liJ《　2｛）1［0　群れはじめるJ’・どもたち　岡本夏木

（泉扁拷；｝f卜9i｛・Fa）’じ・J‘1レ∨了：　　ミ　ネノレ・’fゾ，tFJノ｝

｛S））肋藤隆　　1992　］tどものび活における発遼と学習　　ミネ

’レt’〆ア1「｝．），j’

4．異年齢の関係

　）1（年齢の仲間と0）1駕係において、卜’のr・どもはヒの

r一どもにあこがれ、「かくありたい」という気持ちが

り｛生える　ヒのr・どもはドのr一どもとの関わりを通し

て、幼いもの、いのちあるものをいたわり、その育ち

を援助する気持ちを形成していく．

　しかし、現在のr・どもたちの人間閲係をみていると、

同年齢の関わりが1卜心で、異年齢の閃わりはあまり見

られない．、今r・育てをしているlll：代の多くは、結餓あ

キーワード：情緒的交流

　「楽しい」「うれしい」という気持ちによってお互いがつな

がりあう感覚は、対人関係を形成する上で重要である．それ

は初期の子どもと養育者の関係や、仲間との遊びがはじまる

きっかけにみることができるt．しかし人とのがかわりにおい

て、ネガティプ．な情緒を表出できることも、大切である、，お

互いの思いをぶつけ合うことによって、相互の理解が深ま

り、ともに生きることができるのである。
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圏園乳幼児の世界

遣か香ぱ谷吐西師講学子女關曽宇旺固

1．乳幼児における遊びの意味

　遊びとは、カイヨワらが定義するように、本来遊ぶ

こと1’［体がll的で、　Mlrで1’｜発的な行λ5であり、楽し

さ、1加’1さを追及するものである。特に乳幼児におい

ては、結果よりもプロセスに1五点が置かれるものであ

るが、なによりも心身の発達にとっては不11∫欠のもの

だといえよう

　乳幼児の遊びの効川としては以ドのようなものがあ

げられる

〔1乎指や身体を使うことにより、運動能力や身体的発

　遠を促す．

2様々な感情体験をすることにより、情紺的発達を促

　したり、ストレス・緊張を発散させる．、

’3’‘想像力や創造力を養い、知的発達を促す．

・1．他者とのやりとりを通して、ルールや人問関係を学

　び、社会性を育てる／t、

　ただし、これらのことは遊びの結果として身につく

ことであり、効川を意図するあまりf’どもの状況を無

視し、大人が強制的に押し付けると、「1「発的で楽し

い」という本来の遊びからは大きく外れることになる

ので注意を要する

2．子どもの発達と遊び

（1）感覚・運動遊び

　乳幼児の遊びは心身の発遥と大きく関係している、・

乳児は初めはn分の身体へ、徐々に外界に対して興

味・関心を向けていくが、その過利で様々な感覚や迷

動を刺激するような遊びを展1用する。最初はT：や足を

打ちAわせたり、音の出るガラガラを握りしめたりし

て視覚、聴覚、触覚を川いて楽しんでいるが、発遠と

ともに白らT；を仰ばしてつかんだり、なめたりと能動

的に働きかけるようになる，その結果得られる「快」

の感情でこれらの行動はますます盛んになり、いわば

相乗的に遊びは展開される，

　それは人に対しても同様である。生まれたばかりの

乳児は、人の声や顔に反応し、3カ月こ’うからは自ら

大人に働きかけ、また、あやされたりすると笑う等、

大人とのイ：llJil交流を持つようになる．。この時、乳児か

らの働きかけを大人が常に無視すると、子どもはだん

だん自ら働きかけなくなり、無衣情になる

　乳児期は人への信頼感を形成する1］／．HYIであり、乳児

はば来で表現しなくても人人の愛情は全身で感じ取る

ものである，できるだけ1．i葉かけをしたり、あやした

りしておlllいの気持ちのやりとりをすることが大切で

ある，，それは遊びを通してするのが適している、

　この時期にふさわしい対人遊びは、「いないいない、

ばあ」や「たかいたかい」、あるいは肉声で歌うわら

べうたや「・本橋こちょこちょ」などのふれあい遊び

である、、これらの遊びは、くすぐったり揺らしたりな

どの刺激で乳児の感覚に刺激を与・えながら大人との感

llヒ界の児rkと母性　24



情交流を楽しむものであるが、人人からの・方的な働

きかけではなく、表情をみながらr・どもが楽しめるよ

うにすることが大切である、

　1歳を過ぎ、f’どもがはいはいや歩行などで移動で

きるようになると、r・どもの行動範り1｛や興il未・関心は

さらに広がり、いわゆる探索行動的な遊びがより増え

てくる。たとえば、室内滑り台の斜・1酊をはいヒったり

滑り降りたり、砂場や散歩などの外遊びに興1味をもつ

ようになる．］ヨ旨の細かな動きもできるようになり、

ボールを転がしたり、太鼓たたき・紙破り・ラッパ吹

きといったより複雑、変化に富んだ遊びができるよう

になる．．．

　この時期は身近な人との交流をより秋極的に求めて

くるので、大人が身体を使った［飛行機ぶ一ん」をし

たり膝にのせて遊んだりとスキンシップを持ちながら

身体運動的に遊ぶとよい，r・どもの後ろから大人が追

いかける「まてまて遊び」もr一どもはノく好きである，，

このようにして［歳’トぐらいまでには、感覚に刺激を

’j・えながら人人との交流を楽しむ感覚遊びから、心身

の発達に伴って探索的な述動遊びへと発展する　1’・ど

もが・人で夢中になって遊んでいるときは、「あ、あ

りさんがいるね．．」などその場に適切な1「菓をかけな

がらこの・人遊びを見守る姿勢でいるとよい．

　2歳児ぐらいになると箱‘1‘1の中に乗ったり、リレ2張

ったり、ぶらんこや固定遊具などにも挑戦するように

なる、しかし、まだ身体能ノ」はト分ではないため、人

人は∫・どものr1発的な遊びを‘！わ∬しながらもけがをし

ないようllを配る必要がある、．また、1～2歳の時期

は，1菓で1一分に表現できないため、哨む・ひっかく等

の行為やけんかに注意をし、対’応しなければならない、

（2）模倣遊び・象徴遊び

　1歳半頃より、日の前にないものを頭の中に思い浮

かべられるイメージ機能や，操が発達し、人人の行動

や川常動作を模倣して遊ぶようになる　たとえば、お

［：特集｜乳幼児の川界

もちゃのコップを持って飲むまねをしたり、段ボール

の‘1‘に人って体をごしごし沈うまねをしたりする、．こ

のような模倣遊びは、2歳ぐらいからはイメージを他

児と共有できるようになり、ブロックを並べて八∫1屋

さんになったりする「お店屋さんごっこ」や、友達と

緒に電中：の運転fになったりする「電Tl〔ごっこ」の

ような脚i∫なごっこ遊びへと発展していく

　ただ、役割分担がレ）かりとした本格的な象微遊び

は3－4歳以降になる、すなわち、ままごとをしても

それまではお1り：さん役が何人もいたり、料理を作るこ

とにIW点を置き、そばにいる人人に次から次へと食べ

させてくれたりする　このような11，b…、大人がそばで暖

かく見守っているだけでf’どもは安心するものである

が、遊びの中に人り、「あ、きれいなチューリップだ

ね、．・本くださいな、．，」と店の客になったり「おけさ

んお腹がすいたわ，．．今日のご飯なに？」などと、決か

けをしながら遊びのイメージを広げていくと、遊びが

より1！II二かに広がっていく．その際、人人自身遊びを楽

しむことがポイントである、r一どもは遊びを通して、

k人とイメージを共イ1’し、ll5かに遊びを展開できるよ

うになみ，

　ただし、f’どもたちが遊びを新しく展開できるよう

になると、大人が遊びのrlrからそっと抜け川して様r・

を見ることも必要である、、大人の存在がモデルとして

意味のある場合には、抜けIHてもr一ども同1二で遊びを

展別していくからである．そうではなく、すぐに遊び

をやめてしまうような場合には、その遊びの展開が子

どもの興味にそうようなものではなかったか人人と遊

ぶのが11的だ’♪たかである、．．その11．｝，にはまた別の対’応

を考えた方がよい．．

　4～5歳になると役制を決めて集団でままこ．とをし

たり、劇遊びをしたりするようになる、．

（3）ルール遊び・集団遊び

　象徴遊びが盛んになり複雑化してくると、1：語機能

25　1［堺ぴ）JU，’「i：と1り：寸生
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の発達とともにより多くの子ども阿上で遊ぶことが可

能になり、何らかのルールを伴うゲーム性・競争・性の

ある遊びを仲間とともに楽しめるようになってくる、、

　たとえば、「かるたとり」「絵あわせ」などのカード

ゲームから、「はじめの1歩」「かくれんぼう」などの

鬼ごっこや「ドッジボール」「ハンカチ落とし」「リレ

ー」などダイナミックな運動技能を伴う遊びまで様々

なものがある。また、2歳以降のブロックや粘上など

でものを作る遊び（構成遊び）は、年齢が．ヒがるにつ

れよりダイナミックに複雑になってくるが、4・5歳

になると友達同1：で協力して人きなものを作り上げる

ことが可能になる、．

　f’どもたちはこれらの遊びの中で、喜び、くやしさ、

怒り、失望などの様々な感情体験をし、時にはけんか

などのトラブルも経験して入間関係のあり方を身につ

けていく，，「順．番を守ること」「人に暴力をふるったり

してはいけないこと」「共通のルールを守ること」「あ

りがとう、ごめんなさいが㍑えること」等々である、、

これらのことは遊びが成、）するために必要なことだか

らである、．子どもたちは何度もそれを破り、1”1らもい

やな思いを1宋わったりしながら、これらのことを身に

つけていく．⊃

　5歳児ぐらいになると了どもたちrl身で解決する力

もついてくるため、トラブルになっても大人はすぐに

介人せず、しばらくなりゆきを見守り子どもたち自身

で考えさせる方がよい，、しかし、放任するのではなく、

問題が生じた時には子ども自身が気づくよう話し合い

をしたり、必要な時には助言しなければならない．、r・

どもたちが遊びのルールを知らない場合などには、大

人が一緒にその遊びの中に人って指樽する必要があ

る、，また、遊びのイメージをふくらませるために、地

域社会にふれたり絵本や紙芝居を川いたりと様々な工

夫をすれば、r一どもはよりn永的に遊びを楽しむよう

になると思われる、，

3．年齢別遊びの種類と形態

（1）年齢別の遊び

感覚・運動遊び 模倣・象徴遊び ルール・集団遊び 構成遊び・その他

0
歳

くすぐり遊び　ゆさぶりあそび

たかいたかい　　ボール転がし

リレ」張り遊び

いないいないばあ

まてまて遊び

わらべうた

がらがら　　川り玩貝
水・紙遊び　　川し人れ遊び

1
歳

7ドール転がし・追いかけ

水遊び・砂遊び　釆り物遊び
三輪㌍プランコ（押してもらう）

ジヤングルジム　滑り台｛腹ばい）

見たて・つもり遊び

ロップで飲むまね別
隠れ遊び

追いかけ遊び
〔大人が．rどもを追いかける）

積み木　　ミニカー

ブロック　スタンブ遊び
クレヨン　わらべうた
舶追し

2
歳

ボール転がし・投げ

プランコq叩してもら引
｛槍中：げ1分でペダルを踏む）

かけっこ　滑り台ui∬向き｝

来り物ごっこ
お風呂ご一．、こ1＞；

追いかけ隠れ遊び プロ・ソク

刑抜き

小麦粉‡Iliじ

クレヨン｛殴り描き・意味あ1川

3
歳

ポール遊び
プランコ〔日分でこぐ）

かけっこ　くぐる遊び

縄を使つて遊ぶ

ごっこ遊び
戌まごと・買い物ご’ノこ・お医

折さんごっこ∫判

鬼ごっこ

（ひょうたん鬼・猫とネズミ・

かくれんぼ1

61iみ木　ブロック

汕粘ヒ　ポスターカラー
製作遊び（のり・はきみ｝

なべなべ底抜け

4
歳

縄遊び

足じゃんけん

こままわし

竹馬

ごっこ遊び：集団で

ほまごと・買い物ご’ノこ・劇遊
び等；）

鬼ごっこ〔子つなぎ鬼・∫・とろ・

猫とネズミ・かくれんぽ1
競争遊び〔リレー・渦巻きじべ・んけ

ん・川形ドッ／ポール・ゲーム遊ぴ

大型砧みイ《　砂場遊び1トンネル・1「P

プロック　ボスターカラー　折り紙・あや

とり・汕鮎1二・紙鉄砲・製f年1遊び・花いr）も

んめ・かごめかごめ・なべなべr伎抜け

5
歳

棚妊び　足じゃんけん

ケンケンパー　凧掲げ

竹嘱　こままわし

ごっこ遊び：集川で
ぽまごと・お店∫i｛さんごつこ・

劇遊び別

鬼ごっこ呼つなざ鬼・はじめの　・

歩・ハンカチ洛とし・かくれんほ）

競争遊び（リレー・渦巻きじゃんけ

ん・ドッジボール・ゲーム遊び♪

レニrブu／ク・人型靴みイい∬i団の↓i’

遊び・杣粘L・上ノ‘几作（〕〔「裳別・爬打

機W　d以夕一カラー・イ£いちもんめ・

P合わせ歌・なぺなべ底抜け［みんなで｝

※勅使r・鵬「’・r・どもの発1土と遊びの指導：別表」ひとなるllド房2〔［03より抜粋・加竿したもの
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